
『記号学研究』・執筆要項 

 

 

第１条 （使用言語） 

言語は、原則的に日本語を用いる。 

 

第２条 （体裁） 

１）学会ウェブサイト（https://www.jassweb.jp/）の「ジャーナル投稿」のページに掲載されている投

稿用テンプレートをもちいて作成すること。なお、文字やフォント等の設定は、以下の通りとする。 

・原則、本文の日本語は游明朝、英語は Times New Romanでいずれも９ポイントとする。 

・タイトルは、游ゴシックで１４ポイントとする。見出し等は、游ゴシックで１１ポイントとする。 

・数字は、原則として半角算用数字とする。 

２）原稿の構成は、表紙、本文、註、引用文献一覧などからなる。註は通し番号とし、本文の後、引

用文献の前にまとめること。本文中の当該項目の後に、上付き文字で（＊１）（＊２）のように記す

こと。 

３）図表の表記法、引用の仕方、及び、引用文献一覧の作成方法等の書式については、何らかの

既定の形式に従い統一すること。 

４）原稿の表紙には所属と論文キーワードを明記すること。また、その他の必要な情報を投稿用チ

ェックリストに記載すること。 

５）査読の公平性を期すため、執筆者の氏名、所属などは、表紙以外には一切含めないこととす

る。論文中に執筆者の属性に関する記述がある場合には、それを伏せ字とする。 

 

第３条 （文字数） 

文字数に関しては、原稿の種類に従って下記の通り定める。 

１）研究論文：１２０００字以上１６０００字以内（註、引用文献を含む）。またそれとは別に、５００字程

度の要旨を添付すること。 

２）特集論文：１２０００字以上１６０００字以内（註、引用文献を含む）。またそれとは別に、５００字程

度の要旨を添付すること。 

３）研究ノート：３０００字から５０００字程度（註、引用文献を含む）。 

４）書評：３０００字から５０００字程度（註、引用文献を含む）。 

 

第４条 (図表等) 

図表ならびに写真について、他の文献等から転載を行う場合、著作権者からの許諾を投稿前に得

ること。本学会誌に掲載された論文の図表の著作権をめぐる係争が起きた場合、本学会は責任を

負わない。個々の図表や写真のレイアウトは、頁をまたがず１頁以内に収まる配置であること。 

 



第５条 (規則の改定) 

本要項の改廃は、編集委員会が提示する案を理事会の決議により決定する。 


